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ハーキンソン病の進行抑制の鍵は？

パーキンソン病の初期症状が見られている
早期から医師、薬剤師、看護師、リハビリ
など多職種が連携して介入することです！

ケアーズ訪問看護ができること

訪問看護では、看護師とリハビリスタッフ
が主治医や薬剤師などと連携し、進行状況
に合わせた助言や提案、支援を行います。

看護師
主治医と連携し、症状にあった
服薬管理で症状緩和や進行の抑制
ご本人・ご家族の心のケアを行います。

パーキンソン病に特化したリハビリ
に加え、理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士による生活を支えるリハ
ビリをいたします。食事や着替え
など自立した日常生活継続のための
運動能力の維持、発声や嚥下の練習
や口腔訓練を行います。

リハビリ

薬物療法
ドパミンを調整し、乱れた
神経バランスを整えます

運動療法
低下した運動機能を高め、
スムーズな運動が可能へ

生活の質
向上

訪問看護サービスの目的とは

パーキンソン病は、特に薬剤コントロールが重要です。
看護師が服薬管理を行うことで、安心な事はもちろん、細かい症状の変化や副作用の状況も適切に
把握することができ、主治医と連携してお薬調整のサポートをいたします。さらにリハビリの専門
スタッフが症状の軽減や進行を遅らせるために看護師と連携しながら、御料車の状況に合わせて
運動療法を行い、在宅生活をサポートいたします。

ハーキンソン病の主な非運動症状

便秘

便秘が続くと腸からの薬の吸収
が悪くなり、薬効が軽減して
しまいます。
看護師が訪問して、服薬管理や
排便コントロールを行います。

うつ、認知機能低下

精神状態が不安定だと、治療に
対するモチベーションの低下、
不活動に繋がります。
看護師とリハスタッフが傾聴し
服薬管理や適度な運動を提案
することで症状の緩和を図ります。

不眠

脳内物質が病気により変動して
起こります。夜間しっかり寝る
ことで動作改善につながる為、
生活指導や服薬調整を行い、
規則正しい生活を支援します。

パーキンソン病の方の在宅生活を多職種が連携して支えます。

ハーキンソン病の主な非運動症状

手足の振戦、こわばり

手足の震えや筋肉のこわばりが
あり、関節が固くなることから
スムーズな動作が難しくなります。
その為、四肢・体幹のストレッチ
やセルフケアを提案します。

バランス障害、歩行障害

ドパミンの減少により、すくみ足や
小刻み歩行が強くなり、転倒の
リスクが高くなります。リハでは、
リズム体操や動作練習、福祉用具
の提案、環境整備を行い、改善を
図ります。

嚥下障害、構音障害

表常勤のこわばりや口腔機能の低下
により、言葉が出づらかったり、
食事の際にむせ込みが多くなります。
リハでは、表常勤のストレッチ、
口腔体操、発声練習などを行います。
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